
 
２０２１年７月１日 

大阪経済記者クラブ会員各位 

「コモングラウンド・リビングラボ」のグランドオープンについて 

大阪・関西万博や都市への実装を見据え、人とロボットが共に暮らす未来社会の実験場が本格始動 

 

 

 

大阪商工会議所は、2025年大阪・関西万博を見据え、人とロボットが共に暮らす未来社会の実現

に資する「コモングラウンド」の検討を進めてきました。その趣旨に賛同する異業種企業が、本

日、世界初の共同実験場として「コモングラウンド・リビングラボ」を中西金属工業(株)(大阪市

北区天満橋、中西竜雄社長)敷地内にグランドオープンします。このラボは、様々な人の価値観に

合ったスマートシティ向けのサービスやアプリケーション開発を後押しし、より豊かな都市生活

の実現に貢献することを目指します。 

コモングラウンド：フィジカル空間とデジタル空間のつなぎ方を変え、より豊かな都市生活へ 

● コモングラウンドは、大阪・関西万博が目指すSociety5.0の実現に貢献する次世代都市の空間

情報プラットフォームです。コモングラウンドの共通仕様を活用し、フィジカル空間の様々な

情報を都市や建築等の3Dデータに紐づけることで、人やロボット、デジタル空間のキャラク

ター等が同じ認識を持ち得る環境が実現され、それらが共に暮らす未来都市の基盤になります。 

コモングラウンド・リビングラボ：異業種でコモングラウンドを実装/実証する世界初の実験場 

● コモングラウンド・リビングラボは、プラットフォーマー、サービサー、メーカー等様々な立

場の企業が集う、コモングラウンドを備えた環境を実現した世界初の共同実験場です。ラボは、

シェアオフィス(95㎡)と共同実験場(138㎡)から構成されます。カメラやLiDAR等のセンサー

技術を活用し、フィジカル空間とそれを再現したデジタル空間との間で、リアルタイムかつ双

方向に情報をやり取りすることが可能です。この環境を活用し、センサーを持たないモビリテ

ィが自律走行したり、フィジカル空間とデジタル空間にいる人々が同じ場にいるかのように自

然に会話をしたり、といった実験が可能になります。 

● ラボは、コモングラウンド・リビングラボ運営委員会が会員制で運営します。現時点の参画企

業は15社で、今後も幅広く参画企業を募集していきます。 

以 上 
＜コモングラウンド・リビングラボの概要＞ 

運営主体 コモングラウンド・リビングラボ運営委員会（6 社・団体で構成） 
 

 

所在地  中西金属工業(株)(NKC)本社内(大阪市北区天満橋 3-3-5) 

運営体制 会員制（運営委員、ゴールド/シルバー/アカデミアメンバー、ユーザーで構成） 

参画企業 ゴールドメンバー（6 社） 
(7/1 現在)   

   

 

シルバーメンバー（９社）※ロゴ非掲載の企業１社を含む 
   

 

 

＜添付資料＞ 資料１：コモングラウンド・リビングラボ メンバー募集ご案内 

       資料２：コモングラウンド・リビングラボ 概要説明 

【お問合せ】大阪商工会議所 産業部 (野間、竹久、松本) 

TEL：06-6944-6300 （7/1 のみ : 080-1432-8553） 

記者会見資料  







コモングラウンドの概要と

コモングラウンド・リビングラボのセミオープン後の活動について
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コモングラウンドとは
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次世代都市の

空間情報プラットフォーム

「コモングラウンド」

• フィジカルな空間に存在する様々なものを

デジタル情報として扱う。

• 様々なロボットが人間と同じように世界を

見ることができる。

• 人とロボットが共に暮らす未来を実現できる。

デジタル空間

コモングラウンド

フィジカル空間
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なお、「コモングラウンド」という言葉は、福知山公立大

学西田豊明教授が「会話情報学」の中で、コミュニケー

ションの成立基盤を考えるために用いた概念で、「モノ

（フィジカル）と情報（デジタル）が重なる“共有基盤”」

と再定義した。



人が視る世界と、ロボットが視る世界の図解

リアルな世界
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Lidar
Camera

Radar
・各々が別々に世界を観て

管理もバラバラに行う

・目の前に何らかの
障害物があることは分かる

・ロボットと対象物との
距離が遠いほどボヤける

コモングラウンドが無い、ロボットが視る世界

障害物の向こう側や遠い場所は把握できない。
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コモングラウンド

・空間全体を把握し、
障害物の向こう側も分かる

・同じ世界を観て
管理も一緒に行う

・ロボットと対象物との
距離が遠くてもクリア

空間のセンサー等

ロボットA
ロボットB

ロボットC

コモングラウンドがある、ロボットが視る世界

コモングラウンドがリアルタイムの空間情報を共有
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自律型モビリティが最適に、

複数モビリティが走行する場合も

安全に行きかう

ナビゲーション

様々な時間の場の様子が

リアルに再現でき、その時、その場所

にいたかのような感覚で楽しめる

時間の拡張

アイデアが共有されることで、

誰でも新たなサービスやイベントを

検討できる

シミュレーション

遠方の人でも、あたかもその場に

いるような感覚を、ロボット等を

介して楽しめる。

空間の拡張

様々な価値観に合ったスマートシティ向けの

サービスやアプリケーション開発、豊かな都市生活の実現に貢献
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コモングラウンド・リビングラボの

取り組み
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世界のスマートシティ開発が加速

国家機関や、一大企業が先導する取り組み

エストニア共和国
「Data Once Policy」を目標に、ほとんどの行
政分野で電子化を推進

フィンランド共和国・ヘルシンキ市
ベンチャー企業が開発したMaaSアプリを使
い、シームレスなモビリティシステムを提供

アラブ首長国連邦・ドバイ
都市全体をICTインフラで整備、官民問わずあ
らゆる情報をインターネット上で利用

アルゼンチン・ブエノスアイレス
近代化・イノベーション・技術省を中心にICT
導入を推進し、教育や医療、税金関係等の行
政電子手続きが可能

米国
ニューヨーク、サンフランシスコ、
コロンバス、シカゴ など

韓国・松島(ソンド)市
官民共同3セク型スマートシティ。完全なグ
リーンフィールドで、国際都市を目指す

シンガポール共和国
国家センサーネットワーク設置・デジタル決
裁の普及・国家デジタル身分証システム構
築・政府データのオープン化

オランダ王国・アムステルダム市
生活・仕事交通公共施設・オープンデータに
ついてスマートグリッドなどの技術を活用

スペイン王国・バルセロナ市
知識集約型の新産業とイノベーションを創出
するため、WiFiをICTの共通基盤として活用

内閣府国家戦略特区ホームページ記載内容を編集

カナダ・トロント郊外
ヒト・モノの動きをセンサーで把
握、ビッグデータで街をコント
ロール
※2020年5月にGoogleが撤退

中国・杭州市
道路交通情報をAIで分析し、交通取締、渋滞
緩和を実現

中国・雄安新区
中国のエコシティ・スマートシティのモデル
都市を目指し、自動運転、無人行政、無人銀
行、無人スーパー、無人ホテル等を展開
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＜フラットに知を共有し合える組織＞

企業 団体 企業 団体 企業 団体 企業 団体 企業

都市実装

コモングラウンド・リビングラボの取り組みでは、

複数の企業や団体が「フラット」に議論、実験し、都市実装を探る
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参画企業や団体 参画企業や団体

データ／実験結果を

提供・共有

参画企業・団体がデータ／実験結果を互いに提供・共有

実証を進め、技術・運営ノウハウを先行して集積
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・日本の企業や団体が互いの枠組みを越え、協力し合うことが重要

・2025年大阪・関西万博は、共通の目標になる

・今はまさに絶好のタイミング

2025年大阪・関西万博が枠組みを超える力に
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< コモングラウンド・リビングラボ 想定参画企業・団体 >

プラットフォーマー／サービサー／メーカー

< 参画メリット >

コモングラウンドの仕様開発

共創する仲間の獲得

仲間と共にノウハウを蓄積＆更新

自社にとっての新たなチャレンジ

共有設備の活用
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コモングラウンドリビングラボに助言を行い、

共に活動する有識者

定期的に実証実験を行い、多様な交流事業を担う

ゴールドメンバー：本取組の構築、維持を担う

シルバーメンバー：維持を担う

一時的に実証実験を行い、交流事業に参加する

コモングラウンド・リビングラボ

運営委員会

アドバイザー

メンバー

ユーザー

運営方針の決定、施設及び組織の運営データの

管理及び運用、各種許可や承認

ラボの運営体制
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株式会社竹中工務店 株式会社日立製作所中西金属工業株式会社

株式会社gluon 大阪商工会議所 株式会社三菱総合研究所

コモングラウンド・リビングラボ 運営委員会
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< 運営委員会 > ６社



< ゴールドメンバー > ６社

< シルバーメンバー > ９社 ※社名非掲載の企業１社を含む

大阪ガス株式会社 コクヨ株式会社 シリコンスタジオ株式会社

大和ハウス工業株式会社 西日本電信電話株式会社

株式会社NTTドコモ

株式会社大広

パナソニック株式会社

ラボのメンバー ※本日時点の参画企業
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大日本印刷株式会社

NTTコミュニケーションズ株式会社 クモノスコーポレーション株式会社

ダイナミックマップ基盤株式会社 TOA株式会社

三菱パワー株式会社



アドバイザー
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■ 大阪市立大学大学院工学研究科教授 阿多信吾氏

■ 東京大学大学院情報理工学系研究科システム情報学専攻教授 稲見昌彦氏

■ 東京大学大学院情報学環教授 越塚登氏

■ 大阪大学グローバルイニシアティブ機構招へい研究員 佐久間洋司氏

■ 大阪大学サイバーメディアセンター教授・センター長 下條真司氏

■ 福知山公立大学情報学部学部長・教授 西田豊明氏

■ 摂南大学理工学部住環境デザイン学科教授 樋口祥明氏

■
東京大学大学院情報学環教授

ソニーコンピュータサイエンス研究所副所長
暦本純一氏



セミオープン後の活動
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セミオープン後の活動

2020.12.11 セミオープン

2021.01.08 （公社）2025年日本国際博覧会協会PLL提案提出

2021.01.28 メンバー交流会（PLL提案説明会）開催

2021.01.29 2025年大阪・関西万博大阪パビリオンアイデア提案提出

2021.02.19 夢洲での実証実験公募への提案提出

2021.02.26 大阪府・市スーパーシティアイデア提案提出

2021.03.05 メンバー交流会開催

2021.04.19 メンバー向けキックオフイベント開催

2021.05.14 第1回CGLL Member Meet Up開催

2021.05.20 Plug and Play Japan、Rainmaking Innovation Japanとの連携協定締結

2021.06.16 第2回CGLL Member Meet Up開催

2021.07.01 グランドオープン
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グランドオープンは第一ステップの入口

都市スケールでの実証を目指す

構想

実現したい

ユースケース

コモングラウンド・
リビングラボ
での技術実証

他の実証フィールド
（屋外含む）
での実証

万博会場
での実証・実装

まちづくり

パッケージ

2019年度 2020~23年度 2022~24年度 2025年度 2025年度~

都市スケール
での実証

アプリ技術

サ
ー
ビ
ス
実
証

プラットフォーム構想 β版必要な技術実証 万博実証PF
コモングラウンド

プラットフォーム

提供価値

サービス

プラット

フォーム

サ
ー
ビ
ス
実
証

サ
ー
ビ
ス
実
証

サ
ー
ビ
ス
実
証

・・・
ア
プ
リ
実
証

ア
プ
リ
実
証

ア
プ
リ
実
証

サ
ー
ビ
ス
実
証

コモングラウンド
リビングラボ

目指すゴール
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